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毒性物質の探索法ーTIE

分画操作A

分画操作B化学処理

毒
性

毒
性

毒
性

Takashi Kusui
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毒性への寄与物質と処理可能性

• 重金属
– Ni：排水中濃度 約10～600 μg/L

• NOEC : 甲殻類 C.dubia 1μg/L、藻類P.subcapitata 40μg/L
• TUc 10以下にするにはNi≦10μg/L
• 現行の処理技術では1mg/Lまでは対応…….

• 無機物
– アンモニア

• 非イオンアンモニア（NH3）のIC25:甲殻類 C.dubia 0.88mg/L
– モノクロラミン（NH2Cl）: 下水処理水中 ～数mg/L

• NOEC: 藻類 P.subcapitata 0.01 mg/L
• 脱塩素 or 紫外線消毒、下水処理水をWETの対象とするか？

– 塩分濃度
• 寄与未定

51

放流先での影響および発生源

板津他：事業所排水の生態毒性学的評価： 毒性原因物質の特徴化と放流先河川への
影響, 環境化学（Journal of Environmental Chemistry）Vol.25, No.1, pp.19-26, 201552

企業との共同研究：毒性原因の探索と削減企業との共同研究：毒性原因の探索と削減

富山県立大学によるWET試験（採水）

YKKグループ中期環境経
営方針（2013-2016）
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微生物燃料電池の原理

陰極 陽極膜
散気装置

H2O

O2

H+

CO2

有機物

e- e-

環境工学科楠井研究室 排水処理からの資源・エネルギーの回収
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発電呼吸の特徴

陰極

環境工学科楠井研究室 排水処理からの資源・エネルギーの回収
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背景
• 微生物燃料電池（Microbial Fuel Cell, MFC ）

– 微生物の代謝を利用して有機物に含まれる化学エネルギーを
電気エネルギーに直接変換する装置

• 歴史
– 1911年 酵母や大腸菌による電流生成の観測
– 1980年～ メディエーターや電子生成微生物の発見,装置の改

良

→米国を中心に研究が盛んに
現在注目されているのは一槽型MFC

• 実用化に向けての課題
– 出力向上とスケールアップ
– 安価な電極材料:白金触媒等
– 電極作成の簡易化

有機物有機物
e-

e-

環境工学科楠井研究室 排水処理からの資源・エネルギーの回収
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一槽型MFCの特徴

u膜タイプのカソード（エアカソード）使用
※エアカソード（酸素正極）

u酸素の透過性を持つ
u透過した酸素は白金触媒と反応し

水を生成

微生物

溶
液
側

大
気
側

ガス拡散層

カーボンベース層炭素繊維紙

Pt/C触媒層

環境工学科楠井研究室 排水処理からの資源・エネルギーの回収
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発生電圧の経日変化

環境工学科楠井研究室 排水処理からの資源・エネルギーの回収
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下水処理への適用
u運転条件

✓滞留時間：24時間→16時間→12時間

✓ 抵抗：1000Ω(一部100Ω)

環境工学科楠井研究室 排水処理からの資源・エネルギーの回収
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環境工学科楠井研究室 排水処理からの資源・エネルギーの回収
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活性汚泥法の一部にMFCを導入すると？

• 曝気を削減あるいは不要（省エネルギー）

• 余剰汚泥量の発生削減（コスト減）

• 発電？

環境工学科楠井研究室 排水処理からの資源・エネルギーの回収
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下水処理場のエネルギー収支

環境工学科楠井研究室 排水処理からの資源・エネルギーの回収

図 9.6 NT 処理場におけるエネルギー収支に基づくエネルギー分布

最初沈殿池 MFC 最終沈殿池

嫌気性

消化

2616 886(34%)

1726(66%)

368(14%)

368(14%)

651(25%)

962(37%)
バイオガス

処理汚泥

（バイオソリッド）

443(17%)
電力

63

御静聴ありがとうございました

冨岩運河中島閘門（富山市）
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